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も がみ少年野球クラブが
全日本学童軟式野球大会山形県大会に出場

　６月２１日、米沢市営野球場（皆川球場）にて、「第４５回
全日本学童軟式野球大会山形県大会」が開催され、もがみ少年
野球クラブが最上地区代表として出場しました。チームは、最
上町選手１１名、真室川町選手５名の合同チームとして参加。
１回戦で鶴岡地区代表の峰栄スピリッツと対戦しました。
　選手たちは、自分たちの野球で最後まで戦い抜きましたが、
惜しくも敗れ全国大会出場を逃しました。もがみ少年野球クラ
ブでは、今後も野球を楽しみながら全国大会出場を目指し活動
していきます。

　第２２回最上町民ゴルフ大会が、６月２２日、新庄アー
デンゴルフ倶楽部で開催されました。大会はダブルペリ
ア方式で行なわれ、今年度は４５名の参加がありました。
　大会の優勝は沼澤力さん（グロス８５点）、準優勝は柴
崎正さん、第３位は髙橋順一さんでした。来年も多くの
皆さんの参加をお待ちしています。

社会を明るくする運動

　7 月 1 日、最上町保護司会、更生保護女性会の皆様が来
庁し、内閣総理大臣メッセージを髙橋町長に手渡しました。
７月の社会を明るくする運動強化月間にあわせて、皆さん
は町内の小中学校でのぼり旗を立てて、広報用のポケット
ティッシュを配布しながら社会を明るくする運動の広報活
動を行いました。

最上中学校で株式会社ガイアドリームによる
環境教育授業が行われました

　６月１１日、最上中 1年生を対象にゴミの分別やペットボ
トルのリサイクルについて理解を深めるため、株式会社ガイ
アドリームより講師を招き、環境授業を行いました。講義の
中では、使用済みのペットボトルを砕き、新たなペットボト
ルを作る水平リサイクルの仕組みについて学習しました。
　また、同リサイクルを推進するために、ペットボトルを洗
うことや、キャップやラベルをはがすことなどのリサイクル
のマナーを学びました。

第２２回最上町民ゴルフ大会

　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更

生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせて、安全で安

心な明るい地域社会を築くための全国的な運動です。

優勝を飾った沼澤力さん（向町）

最 上町消防団実践操法伝達講習会が
行われました

　7 月 6 日に最上広域消防署東支署で最上町消防団実践操法
伝達講習会が行われました。初の試みとなったこの講習会は、
消防団独自に実践的な操法を考案し、より安全で迅速に消火
活動を行えるよう、消防団幹部より選抜されたメンバーの下
実施したものです。
　建物火災を想定した消火方法を２通り伝達後、ホースバッ
ク（装備資機材）の使用方法の講習を行いました。
　今後も各種訓練や講習会を実施し、消防団組織力の向上を
図っていきます。

大 堀小３年生が、おらだの川公園で
鮎のつかみ取りを行いました

　７月１５日、おらだの川公園にて、最上小国川漁業協同
組合と大堀小学校 3 年生の児童による「鮎の生態や食育」
を学ぶ校外学習が行われました。この活動は、最上小国川
の環境保護や河川美化について子どもたちに学んでもらう
ことを目的に行われており、今回は鮎のつかみ取りを通し
て、命の大切さや自然との触れ合いを体感しました。児童
たちは鮎に触れることで魚の感触を確かめ、貴重な体験を
楽しみました。

　瀬見町内会は、コミュニティ助成事業※により瀬見公
民館エアコンの整備を行いました。
　今回の整備により、外気温にかかわらず公民館を利用
できるようになり、集会・行事実施の利用頻度が増加す
ることが見込まれます。避難所としても安心して利用す
ることができるようになることから、安全かつ安心なコ
ミュニティ活動を行うことができ、瀬見地区の活性化に
つながるものと期待されます。

※コミュニティ助成事業とは宝くじの社会貢献広報事業
として、宝くじの受託事業収入を財源として実施してい
る事業です。

◇ 事業主体　瀬見町内会
◇ 助成額　　２，５００，０００円
◇ 事業期間　令和７年４月１日～６月１０日
◇ 事業内容　瀬見公民館のエアコン整備

宝くじの助成金で瀬見公民館のエアコンを整備しました
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